
A医科⼤学の学⽣が対⾯授業とオンライン授業のどちらに、
より満⾜感を得ているかについて明らかにする

研究の意義

⽬的

A医科⼤学の学⽣が対⾯授業とオンライン授業のどちらに
より満⾜感を得ているかについて明らかにすることで、
より効果的な授業形態、学習形態を⾒出すことに貢献する

1.対⾯授業︓A医科⼤学の施設内で⾏われた座学、演習、
グループワーク、発表

2.オンライン授業︓対⾯授業以外の授業全て

3.満⾜感:対⾯授業とオンライン授業のどちらが良いと
             感じていたか、どちらの⽅が学びやすかったか

4. 授業形態:座学や演習、本研究ではグループワークや発表
                 も含む 

⽤語の定義

表1.授業形態別の満⾜度

結果︓授業形態別満⾜度とその理由

結果 今後の授業形態の希望
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座学のみオンライン授業が望ましい（ 31.3%)

全部対⾯授業が望ましい(21.8%)

どちらでも良い(19.8%)

発表のみオンライン授業が望ましい(6.2%)

座学・発表のみオンライン授業が望ましい(5.1%)

座学・演習のみオンライン授業が望ましい(3.9%)

座学・演習・発表のみオンライン授業が望ましい(2.5%)

全部オンライン授業が望ましい(2.3%)

グループワークのみオンライン授業が望ましい(1.8%)

座学・グルワクのみオンライン授業が望ましい(1.6%)

演習・発表のみオンライン授業が望ましい(1.1%)

座学・演習・グルワクのみオンライン授業が望ましい(0.9%)

演習のみオンライン授業が望ましい(0.7%)

グルワク・発表のみオンライン授業が望ましい(0.5%)

座学・グルワク・発表のみオンライン授業が望ましい(0.2%)

無効(0.2%)
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結論
【座学】

これまで︓オンライン授業に満⾜感を得ている⼈が多い(59.4%)
今後︓オンライン授業が望ましいと答えている⼈が多い(67.6%)

【発表】
これまで︓オンライン授業に満⾜感を得ている⼈が多い(57.5%)
今後︓対⾯授業が望ましいと答えている⼈が多い (83.9%)

【演習・グループワーク】
これまで︓対⾯授業に満⾜感を得ている⼈が多い (演習81.8%,グルワク76.0%)
今後︓対⾯授業が望ましいと答えている⼈が多い (演習90.4%,グルワク95.4%)

座学︓オンライン授業でも⼗分に実施可能
演習・グルワク・発表︓対⾯授業が望ましい
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